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Biography 
 

1965年、高知県生まれ。教育者一家の両親のもとで育つ。高等学校在学中染織の道を志し、日本のタピストリー界の先駆者 

島貫昭子教授に学ぶ為、1988 年東京造形大学デザイン学科織コース入学、19 期生。大学在学中地元の蔵で曾祖母の遺品を 

見つけ機織をしていたのを知った事をきっかけに、先祖代々の土地でぜんまい綿や綿花の植物繊維を自家栽培・採集し、敷地 

に自生する芭蕉を倒して糸を績む手織物の実体験を行う。卒業制作のテーマは芭蕉・紙布・ぜんまい織－それぞれが独立して 

継承され作品として交わることのなかった民芸染職素材を融合させる－素材研究とタペストリー制作。 

作品は卒業後’８９朝日現代クラフト展に於いて奨励賞を受賞し当時の勤務先、市田株式会社の買上げとなる。 

1988年市田株式会社和装東京事業部総合職入社、2 年間人間国宝をはじめとする工芸作家のきものを扱う特選絵羽模様商品 

担当、2 年間マーケティング室販売企画課において公家や武家の衣装調度品を展示する文化イべントや数千名動員規模の 

消費者催事等のイべント販売促進担当を歴任後 1992 年同社退社、フリーランスとなる。 

 

自分の織った織物に樹脂加工を施しモデリングする半立体造形を試みる過程で 1993 年、元勤務先のアートビジネス関連会社 

の紹介により建設会社の経営するゴルフ場ラウンジアートワークプロジェクトに技術協力、以後建築空間専門に直接設計者や 

クライアントと意見を交わしながら空間を作り上げていくオーダーアートワークを手がけるようになる。出産、子育て中は他の 

女性デザイナー達とのコラボレーションにより、コラージュ中心のホテル客室用作品でオリジナルアートワークを共同制作する。 

代表作はホテルのメインフロアーすべてがアールデコテイストの YAJIMA作品となった 1995年 Seoul Garden Hotel 作品群、 

1998 年 金箔貼金属棒を織込み帯をモチーフとした在ハノイ J国大使公邸エントランスホールへの非公開作品、みなとみらいエリア 

作品内で最年少女性アーティストとなった 1999年 横浜メディアタワーエントランスホール作品等。 

1998 年-2005 年テーマ性を重視した日本航空ＪＡＬ国内外のサクララウンジ エントランスホールアートワークを担当。 

 

越後妻有アートトリエンナーレ大地の芸術祭 2006においては夏のスキー場にて 300ｍ長の膜構造による布インスタレーションを展開、 

同年横浜 ZAIM では市民による折り紙銀風船をビル外壁にクリスマスデコレーションする参加型インスタレーションを体験。 

同個展 INSIDE においては子供の作曲した音楽-Moon Flowers とのコラボレーションに挑戦、アロマの香る空間でローズティーを飲みながら 

空間を味わい鑑賞する展示を行うなど、見る・見せるだけでない五感＋第六感をトータルな空間構成で”ＩＮＳＩＤＥ-内なるもの”を表現する試みを行った。 

 

近年は大学時代からの細々と続けてきた研究テーマ、地元高知で自家栽培・採取し採り貯めた植物繊維を基に、きもの呉服や建築空間 

へのアートワーク制作に仕事として携わってきた経験に独自のエッセンスを加え民芸染織素材を現代アートへと変容させる試みを再開。 

その表現を海外の方々がどのように感じるか？2014年より海外での選抜展等に出展、関連作は 2016 年、日本人アーティスト選抜コンペティション 

にてニコラス・アッシャーウッド賞受賞。2017 年より海外アートフェアに参加を始め、2018 年 2 月、英国の歴史あるロイヤルオペラアーケード 

に位置するギャラリー主催ロイヤル・アート・プライズ賞選考候補。2018 年 4月、古代からの捩り織りスプラングシリーズを 

加えた一連の作品群は UAE アラブ首長国連邦におけるアートフェアワールド・アート・ドバイ 2018 インターナショナル・アーテイスト賞 

選考候補となった。2019年 10 月フローレンス ビエンナーレ XII”アートと発明：レオナルド・ダ・ヴィンチ没後 500 年-相似と発明の遺産に向けて”に於いて 

素数を取り入れたスプラング技法によるタペストリーで「ロレンツォ・イル・マグニフィコ」インターナショナル賞テキスタイルアート＆ファイバーアート部門２等受賞。 

 

 

 

     

    

http://www.mikayajima.com  


